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■誤った取付け及び使用により使用者に生じる危害や損害の程度を、次の表示で説明しています。

この図記号は、してはいけない「禁止」の内容です。

■お守りいただきたい内容の種類を、次の絵表示で区分し、説明しています。

この図記号は、必ず実行していただく「強制」の内容です。

製品に無理な力や強い衝撃を与えないでください。破損してケガをするおそれがあります。

用途以外のご使用はしないでください。破損してケガをするおそれがあります。

金属アレルギーをお持ちの方は、本製品設置前に必ず医師にご確認ください。

対応するレバーハンドル以外のご使用はしないでください。抜け落ちや破損によりケガをするおそれがあります。

取付けに関する警告

ご使用に関する警告

日本銅センター規格適合製品

安全上の注意（必ずお守りください）

取付け前に、この「安全上のご注意」をよくお読みになり、正しく設置してください。

お手入れは乾燥した柔らかい布で軽く拭いてください。汚れがひどい時は水、又は水で薄めた中性洗剤（5～10％程度）を含んだ布

で拭き、乾燥した布で水分を拭き取ってください。ベンジン、シンナー、アルコール、トイレ用洗剤、防カビ剤、塩素系洗剤、酸やアル

カリ性の洗剤、クレンザー等はご使用にならないでください。

この表示の欄は「死亡または重傷を負う可能性が
想定される」内容です。

この表示の欄は「傷害を負う危険が想定される場合
または物的損害のみの発生が想定される」内容です。

レバーハンドルに取付け後、必ず完全に差し込まれている事をご確認ください。

差し込みが不完全な場合、レバーハンドルの操作時にカバーが抜けてケガをするおそれがあります。

化粧品や薬品が付着しない様にしてください。付着した場合はすぐに、完全に拭き取ってください。放置しておくと変色や腐食、劣化

して破損しケガをするおそれがあります。

※必ず取付け前にお読みください。本説明書は取付後も廃棄せず保管してください。
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る

カバー×2
（裏面：Cuマーク付）

ウレタンテープ×8
(予備：　4枚） 

スポンジテープ×4
（予備：　2枚）

取扱説明書（本紙）×1

◎取付け手順
①付属のスポンジテープを1枚取り出し剝離紙を剝がした後、スポンジテープの端部と

    レバーハンドルの先端を揃えて位置合わせを行ない貼付けます。

　 ※図の、スポンジテープ貼付け面（点線部 1）の位置に合わせる。

　

②ウレタンテープ2枚を取り出し、剥離フィルムを剝がした後、レバーハンドル先端から

   80ｍｍの位置に、上下に張り付けます。

　　※図の、ウレタンテープ貼付け面（点線部 2 ）の位置

③レバーハンドルに、カバーを差し入れ完了です。

　（※レバーハンドルにカバーが完全に差し込まれている事をご確認ください。）

本製品は一般社団法人 日本銅センターから認定を受けた銅配合樹脂を使用
しております。（日本銅センターにて菌・ウイルスに対する効果を確認済）
規格番号及び種類：JDCA0501 CU STAR 複合製品

素材メーカー及び認定番号（JC050117003）については日本銅センターのHP
に掲載されております。
 
※素材（金属粉入り軟質樹脂）の特徴として、金属粉による筋状模様や斑点、
色調のバラツキ、経年劣化による変色、表面に小傷が目立つ場合があります。
（抗菌・抗ウイルス効果は変わりません）

塗装仕上げのレバーハンドルとカバーの組合せの場合、ウレタンテープ・スポ
ンジテープの粘着剤により、カバーを取り外した際に塗装の変色や剥がれが
起こる場合があります。
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